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ホームは相鉄線の三ツ境駅からバスで１０分、バス停から徒歩５分のところにあり
ます。周囲は戸建ての新興の住宅街であり、かつ田園風景もある閑静なところで
す。また、近くには緑に囲まれた公園があり、利用者の散歩コースにもなっていま
す。
＜優れている点＞
基本理念の中で利用者が求める生活に基づいた支援を目指すため、ホームでは入居
前のアセメントの段階で生活暦、馴染みの人や場所などを把握するとともに入居後
は職員は利用者に寄り添い利用者が求める援助を行っています。また、ホームでは
ホーム独自の事業計画書を作成し、利用者及び家族に対する長期目標、４ヶ月毎の
短期目標を定め、きめの細かいサービス提供を行っています。介護計画は入居後最
初の１ヶ月間を慣らし期間とし暫定介護計画を作成し、利用者の様子を日々確認
し、２ヶ月目から正式な介護計画を作成しています。
＜工夫点＞
身体拘束をしないケアの実践としてホームでは夜間以外施錠は行っていません。職
員は利用者の仕草や態度で室外に出そうな時に備え見守りを行っています。また、
玄関などにセンサーを配置していますが、センサーはベルではなく音楽のような耳
障り良いものを使用しています。また、地域の徘徊ネットワークを利用し地域の
人々の協力を得ています。

事業所として力を入れていることは、利用者の方の自由さやできるだけ気ままに過ご
してもらうようにしていることです。そのためには職員のケアのあり方や利用者への
関わり方等が重要になりますが、会議や日ごろのミーティング等をとおして確認しあ
い努力しています。反面まだまだ未熟な点も多いところではあります。これからの課
題としては、少しづつ進めてきた地域との連携について今後も意識的に取り組んでい
きたいと考えています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

グループホームおり鶴の里

あやとり

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議において利用者の状況や
サービスの内容について具体的に報告し
ています。オブザーバーとしての包括支
援センターの職員の方の意見やアドバイ
スなどを、消防訓練や会議の持ち方に取
り入れたりしています。

運営推進会議は３ヶ月に１回行っていま
す。民生委員、自治会、地域包括支援セ
ンターの職員の参加し、地域の人にホー
ムの実情を直接知る機会にもなっていま
す。最近の会議で災害時に於ける避難場
所について話しあっています。

グループホーム連絡会に入り、管理者が
地区のブロック会議に出席することによ
り、横浜市の担当者から情報を得たり、
わからないことを質問する機会を作って
います。また、区の担当者とは生活保護
の利用者の件で、特に多く連絡を取って
います。

市の職員も参加しているグループホーム
連絡会や区役所主催の意見交換会などを
通じ行政と接触しています。また、生活
保護者関連で市の生活保護課と密に連絡
を取り合い情報交換を行っています。

地域のスーパーでの買い物、散歩や隣接
する畑のおじさんとの交流など、利用者
が生活場面を通じて、外に出て地域の方
と交流する場面があります。

自治会に入会し自治会行事の運動会、近
くの公園の清掃作業などに参加したり、
見守りの会を通じ地域と連携を深めてい
ます。また、年２回フラダンスを行うボ
ランティアの受け入れ、また、地元の小
学生が遊びに来たりしています。

　

運営推進会議を通じて、認知症の方への
ケアや理解について話題になることはあ
りますが、具体的な啓蒙活動は出来てい
ません。昨年度の課題として挙げていま
したが、達成できないでいます。

　

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域密着型サービスとしての意義を踏ま
えた理念を作っています。管理者は職員
会議や地域への行事参加などをとおし
て、その理念を実践するようにしていま
す。

開所時に作成した「利用者が求める生活
に基づいた援助を目指す」など３項目か
らなる基本理念を玄関に掲示していま
す。職員はユニット会議などを通じ周知
し、常に利用者に寄り添い話を傾聴し、
意志を尊重し理念の実践に努めていま
す。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

管理者やユニットリーダーは成年後見制
度など権利擁護に関する研修に出席し、
制度の理解に努めている。身寄りのない
利用者に対して、区役所の担当者と協力
して成年後見の利用につなげつつある利
用者がいます。

契約の締結時には、読み合わせを行なっ
ています。特に注意すべき条項などは、
わかりやすく説明しています。

利用者には特に機会をもっていません
が、日常的な会話等をとおして要望など
を聞き取る機会はあります。ご家族に対
しては運営推進会議や家族会の場で、ご
意見やご要望を聞きとるようにしていま
す。

家族の来訪時に職員との話し合い、運営
推進会議、家族会（年１回開催）での意
見や要望など聴くようにしてます。最近
では職員の名前が覚えられないので名札
を付けて欲しいとの要望があり、付ける
方向で検討中です。

虐待についても管理者や職員が研修に参
加する機会をもっています。言葉使いや
具体的なケアの場面でも、不適切なケア
が行なわれないよう、管理者を中心に職
員への意識づけを行なっています。

身体拘束については外部研修や内部の研
修を行なっています。玄関の施錠や部屋
の施錠、ベッド柵の数なども含めて、身
体拘束をしないケアに取り組んでいま
す。危険がある場合には、センサーを使
用するなどして対応しています。

身体不拘束については運営規程第８条に
定め、やむを得ず拘束を行う場合の対応
策を明記しています。ホームでは夜間を
除き玄関は開錠しています。利用者が
ホーム外に出た場合の対策として地域の
徘徊ネットワークを利用しています。

株式会社フィールズ



グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

ホーム入所前の事前面接で本人をとりま
く事情や状況をアセスメントした上で、
受け入れ前の職員ミーティングをとおし
て対応やケアの方法を共有化し、ご本人
が安心してホームになじめるよう支援し
ています。

管理者は横浜市グループホーム連絡会や
瀬谷区のグループホーム連絡会に参加し
ています。また、これらの会の活動で実
施される職員の相互研修や勉強会に参加
することが出来ています。

研修受講については、ほぼ管理者の自由
な裁量で行なっています。個々の職員に
必要だと思われる研修に参加してもらっ
ています。

管理者は職員会議をとおして、ホームの
ケアのあり方や運営方法について気軽に
話し合える雰囲気になっていると思いま
す。

管理者は毎月行っているユニット会議で
職員に意見を聞いたり、あるいは日々の
業務の中で聞くようにしています。最近
では入浴時間の変更や遅出の職員の勤務
時間を３０分早め人員の確保に貢献して
います。

処遇改善加算等の給与面での反映、無理
のない職員体制の維持をとおして、職場
の条件整備に努めています。

株式会社フィールズ



グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

以前入居していたケアハウスで行なわれ
る夏祭りへの参加や、仕事関係の方の訪
問や面会等があります。また信仰してい
る宗教関係者が訪問もあります。

アセスメントの段階で生活暦や馴染みの
人や場所を把握しています。利用者の意
向を汲み取って、馴染みのタバコ屋に
行ったり、親戚からの送りもののお礼の
電話、手紙の手伝いなどの支援を行って
います。また、友人の来訪時にはお茶の
提供なども行っています。

同じ場所に座り、同じ食事を取り、買い
物や畑作業、食事の後片付けを一緒に行
なうことなどをとおして、一緒に生活を
作っていく関係性を大切にしています。

毎月１回のご家族へのお便りを通して、
ご本人の状況を伝えています。全てのご
家族というわけではありませんが、訪問
の時に、ご本人のケアや生活をめぐっ
て、どうしたらよいのかを一緒に考える
関係が出来ている方もいます。

グループホーム入居にあたっては本人よ
りもご家族と最初のコンタクトをとるこ
とが多いので、ホームでの生活の様子や
必要なことやもの、費用のことなど、細
かく話す機会を持つようにしています。

入居申し込み書が出ていても、入居のタ
イミングについては、それぞれのご家族
の事情があるので必ずそれらの事情を優
先させるようにしています。けれども、
グループホーム単独施設であるため、他
のサービス利用等の紹介や対応はしてい
ません。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

半年に１回は現状の暮らしぶりをアセス
メントすることで把握に努めているとと
もに、毎月の会議の中で、利用者毎の職
員の気づきやケアのあり方や方向性を共
有するようにしています。

日常的な何気ない会話の中で、ご本人の
希望や意向を伺うようにしています。グ
ループホームとは言えど、不自由さや窮
屈さは自宅よりあると思うので、ホーム
の中での自由さは大切にして行きたいと
考えています。

利用者と職員は日常の生活の中でさりげ
ない会話などで、また意思疎通が困難な
利用者には、家族からの情報や日々の行
動や仕草から思いや意向を把握していま
す。そのことをユニット会議で共有して
います。中には介護計画に取り入れるも
のもあります。

入居前に面接を行い、ご本人やご家族か
ら今までの暮らしの情報を、集めるよう
にしています。また、可能な限りご本人
のお住まいに伺って聞き取るようにして
います。

退居理由として、亡くなる場合がほとん
どであるためか、サービス利用が終了す
ることで、ご家族との関係はほぼ終る
ケースがほとんどです。

利用者同士の相性や関係性、ホームでの
役割分担などを把握して、レクリエー
ションや散歩、家事等を行なうようにし
ています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

地元での買い物や外出、徘徊ネットワー
クへの協働などをとおして、利用者が地
域の中で、安全に暮らしを楽しめるよう
に支援しています。

基本的には、協力医療機関である新中川
病院の往診が主ですが、入居前からのか
かりつけ医を継続している方もいらっ
しゃいます。また、眼科などは他の医療
機関も受診しています。

かかりつけ医の受診は家族の意向を尊重
し、通院は原則、家族が行っています。
かかりつけ医と協力医との連携は引継ぎ
書で行い、入居の段階でほとんどの利用
者がかかりつけ医から協力医に切り替え
ています。変更の場合、家族の同意を得
て行っています。

日々のケアの様子やケアプランの実践に
ついてはケース記録に残しています。気
づきや情報については、連絡ノートで共
有し必要に応じて会議で話あう方法を
とっています。

事業所の機能そのものを多機能化しては
いませんが、ご本人やご家族の要望や希
望には、できるだけこたえるように努め
ています。

センター方式を用いたアセスメントは各
利用者の担当職員が行なっています。そ
の他毎月の会議の中で、各利用者へのケ
ア方法の統一ができるよう話し合いの場
を持っています。また、その中で介護計
画も作るようにしています。本人、ご家
族への意見聴取は課題が残ります。

介護計画は利用者の担当職員が利用者や
家族の意向を踏まえ作成し、毎月のケア
カンファレンスで職員間の意見交換を行
いケアマネジャーが作成しています。介
護計画は原則６ヶ月毎定期的に作成して
います。作成した介護計画は家族に説明
し同意を得ています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

火災の訓練は定期的に行なっています。
地震については避難所まで避難すること
が困難であり、地盤や建物強度の関係で
当ホーム内の方が安全ではないかと考
え、その対応を行なうことにしていま
す。

年２回定期的に避難訓練を行っていま
す。訓練には夜間を想定した訓練も含ま
れています。自治会の協力を得て地域住
民も参加は行われています。災害に備
え、ホーム内のスペースを利用し、飲料
水や無洗米（３日分）、日用品などを備
蓄しています。

早い段階での話しあいまでは出来ていな
いかもしれません。利用者の方々には日
常的なおしゃべりのような場で、さりげ
なく思いを聞くようにしています。ご家
族や本人の希望、その時の状態、ホーム
側の能力を考えながら、重度化や終末期
に対応も行なっています。

重度化や終末期の対応は、契約段階で文
書で看取りに関わる指針を説明し了解を
得ています。昨年まで約１０名の看取り
を行っています。それらの経験を踏まえ
利用者の家族に説明しています。職員研
修は、年に１回は実践を踏まえた社内研
修を行っています。

応急手当の方法や救急救命については職
員は学んではいる。訓練については、年
１回程度であるので、実践力を身につけ
ているとはいえないかも知れません。

利用者の体調や身体上の変化について
は、日々申し送り職員間で共有するよう
にしています。また、同法人の中の訪問
看護ステーションとの協働もできてお
り、気軽に相談・対応できています。

利用者が入院した際には、ご家族等の許
可を受けた上で、医師の病状説明にも同
席するようにしています。情報を把握し
た上で、ご家族、医師と相談の上、ホー
ムでの生活再開がスムースにできるよう
努めています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

野菜の下ごしらえや後片付け等、強制で
はありませんが、できるだけ利用者と行
なうようにしています。また、食事も利
用者と職員が同じ内容のものを一緒に食
べるようにしています。

普通食、一口大、刻み、ミキサー食など
利用者にあわせて提供しています。なる
べく旬の食材を使い、また、いろどり・
盛り付けなどにも工夫しています。利用
者は、パンケーキや、かき氷等々のおや
つ作りにも楽しく参加しています。

入浴の順番や時間、食事の時間等、でき
るだけ一人ひとりのペースや希望を取り
入れるようにしていますが、時に職員側
の都合や業務が優先されることもあり、
完全に出来ているとはいえません。

できている方とそうでない方といます。
安全や着脱の楽さなどの理由で従来して
いたような服選びが出来なくなった方も
います。

言葉かけについては特に重要なことと考
えています。否定しない言葉かけ、命令
や強圧的な指示をしない言葉かけを、事
業所全体で守れるよう指導しています
が、まだ徹底できていない面もありま
す。

介護計画（入居当初の１ヶ月ケアプラ
ン）の中に、具体的支援内容のほかに、
支援にあたっての職員の重要な心構えと
して、接遇についても記述し、喚起して
います。また、ミーティング等でも確認
しあい、徹底を図っています。

日常的な会話の中で、本人の希望や思い
を聞き取るようにしています。本人の横
に座りゆっくりと話を聴く時間を持つよ
うにしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

出来るだけ下剤や浣腸に頼らない排便習
慣を目指して、牛乳や乳酸飲料の摂取、
お腹のマッサージ、散歩、とりあえずト
イレに座ってみるなど、いろいろと試し
ています。

入浴は毎日できるので、その方の希望や
タイミングを大切にしています。一応、
その日の入浴予定者は決めていますが、
あくまで希望優先にしています。夕食後
に入る方もいます。

清潔保持・健康促進等のため、入浴を毎
日できることになっています。
本人の意向と、バイタルチェックに基づ
く判断のもとに入浴を行っています。同
性介助を希望の方には、対応していま
す。

口腔ケアを毎食後行なっています。完全
に職員が支援する利用者と、ご本人が自
分でする方には、声掛けをしています。

昼間は定期的にトイレに誘導する等して
トイレでの排泄の支援をしています。

一人ひとりの食べる量に応じて、盛り付
けるようにしています。栄養バランスも
偏らないように献立を立てています。水
分量や食事摂取量については、特に配慮
しなければならなくなった状態になった
時に記録につけるようにしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

ご本人の状況に応じて、お金を持ってい
る方もいます。お財布を事務所で預かっ
ても、お金を支払う時は自分の手でとい
うことも意識しています。

家事やレクリエーション、生活の中での
役割などが次第に浸透してきたのかと
思っています。嗜好品の買い物、気分転
換の散歩や買い物など、できるだけ行な
うようにしています。

気候的に厳しい時期を除いては、できる
だけ戸外に出かけるように支援していま
す。その他の外出については、ご家族様
頼みとなっているのが現状です。

職員が同行して、周辺の散歩や、近くの
スーパーなどへ買い物のときに利用者も
一緒に外出をしています。近くのボラン
ティア（事業所のＯＢ）の協力で外出
や、家族と一緒に趣味の活動などで外出
する利用者もいます。

その方の心身の状況に応じて安眠や休息
の支援を行なっています。午睡が必要な
方、早く寝たい方、夕食後少しゆっくり
してから寝たい方など、ご本人の気持ち
に任せています。

全ての職員が理解したり、副作用につい
てわかっているかと言うと十分でないと
思います。ただ、薬の用量や内容、副作
用などは各利用者のファイルに綴じてあ
るので、必要な場合に見ることが出来る
ようになっています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

入居時に出来るだけ、ご本人の使ってい
た家具や、なじみのあるものを持ってき
ていただくようにしています。

各部屋にエアコン、クローゼットが備え
付けられています。調度品などは、利用
者が使い慣れたものを持ちこんでいま
す。安全なども考慮して、利用者・家
族・職員が一緒に考えて配置をしていま
す。テレビやラジオなども持ちこんでい
る方もいます。

施設の作りは比較的わかりやすくなって
います。「便所」の表示、電磁調理器、
玄関はセンサーを置くなど、わかりやす
く、安全も守れるよう支援しています。

共有空間に、カレンダーや色紙を飾った
りして季節感を出しています。清潔であ
るように、またトイレットペーパーが不
足しないように、冬は便座が暖かいよう
になど配慮しています。

窓を開けて換気や温度・湿度など快適な
環境の維持に努めています。また、トイ
レや廊下などは、消毒液を使って清掃
し、感染症予防に努めています。リビン
グ・和室では、テレビを見たり、職員と
話をしたり、ゆったりできる場所となっ
ています。

和室とリビングを工夫しながら、両方を
使えるようにしています。利用者同士の
相性もあり、席の配置やその時々の居場
所は、さりげなく気を配っています。

電話や手紙のやり取りをしている方はい
ます。それを出来るようにしているまで
の支援は出来ていないと思います。ご本
人が寂しくないように、毎週のようにハ
ガキを書いてくださるご家族がいます。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

グループホームおり鶴の里

おてだま

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議では、行った行事等サービ
スについて、また、現在取り組んでいる
こと、困難に感じていることなどを話、
様々な意見、要望をいただき、サービス
向上に生かしています。

生活保護受給者の方の、保護ケースワー
カーとは密に連絡を取り合い、新たな親
族の情報、使えるサービスについて確認
をしあっています。
また、財産管理等については地域包括支
援センターに相談し、アドバイスをいた
だいています。

自治会の公園掃除に参加したり、自治会
行事の運動会、見守りの集い等にホーム
として参加をしています。

　

運営推進会議等で話題に上り、理解を深
める機会になることはありますが、地域
の人たちに向けての発信はできていませ
ん。

　

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念は常に見えるところにかかげ、なに
かあるたびにスタッフで確認するように
しています。
ただ、通り一遍ではなく、しっかりとス
タッフ全員に理念を浸透させるまでには
至っていません。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

成年後見制度については、積極的に学ぶ
機会を持ち、必要な方には紹介を行って
います。また、身寄りのない入居希望の
方にも、ケースワーカーに依頼して利用
できるよう調整を行っています。

契約については、書面の読み合わせのほ
かに、重要な場面については分かりやす
く直して説明を行ってい、理解の確認を
行っています。

毎年一回家族会を行っています。
その場で発表するように意見を言われる
方はいませんが、個人的に希望等を話し
ていただけています。そこで出た意見、
希望、要望は管理者、社長へ話し、実現
となるよう努めています。

虐待では、不適切なケア防止に努め、虐
待につながりそうなことに広がらないよ
う努めています。

身体拘束には何が含まれるのか。を常に
スタッフには説明し、『縛る』というこ
とだけではなく、ベッド柵、車いすの置
き方、薬の使用などトータルで拘束をし
ないという考えを基本にケアを行ってい
ます。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

入居時のケアプランで、サービス利用の
段階での不安、希望、要望、困っている
点などをお聞きし、ご本人が安心して過
ごせる環境、生活作りに努めています。

横浜市のグループホーム連絡会の相互研
修を利用し、他のグループホームの良い
点を学び、得た情報をスタッフ全体で共
有し、日々の業務でのサービス向上に努
めています。

代表者は、職員の外部研修受講の機会に
ついて認めており、積極的に参加を促し
ています。

職員の意見や提案は、管理者、リーダー
で話し合い、情報を共有し、スタッフか
ら出る意見や提案を業務に反映できるよ
うに努めています。

代表者は日常的にホームにきて、職員の
様子をある程度把握しています。また、
勤務評価の機会も定期的に持ち、職員の
待遇改善にも努めています。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご本人が大切にしてきた交友関係、場所
等はご家族とも話し合い、ご家族協力の
もと、継続ができるように支援に努めて
います。

入居者一人ひとりが無理なく出来る範囲
での日々の暮らしの中での役割をお願い
し、共に生活を送る関係を築くよう務め
ています。

ご利用者の様子を月一回お知らせを行な
い、生活の情報を共有するようにしてい
ます。また、小さなことでも職員の判断
で決定を下さずに、ご家族に相談を行
い、共にご利用者を支えていくように努
めています。

サービス開始前には、ご本人のお住まい
に出向いてお話を伺い、ご家族からも
困っていること、要望を伺うようにして
います。

サービス利用の相談がきたときには、そ
の時に必要なサービスが受けられるよう
インフォーマルなサービスも含め、紹
介、説明を行なっています。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

センター方式のシートを使ってアセスメ
ントを行い、一人一人の一日の過ごし
方、もっている力を把握するように努め
ています。

日常の何気ない会話の中に隠れている希
望、要望等を聞き逃さないよう注意を払
い、意向に沿った生活作り、小さな希
望、要望も叶えられるよう努めていま
す。

入居前に生活歴や暮らし方、今までの
サービス利用等についてお聞きし、ス
ムーズに新しい生活になじむことが出来
るように努めています。

サービス終了後も、独居になってしまう
高齢のご家族の様子をうかがったり、緊
急時の対応ができる旨を伝え、定期的に
ご挨拶に伺うなど、相談、支援に努めて
います。

気の合うもの同士でお出かけをしたり、
全体で年中行事を楽しんだり、ご利用者
同士が様々な形で関わりあえるよう支援
を行なっています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

自治会の活動にご利用者も一緒に参加を
行い、地域で生活をしていると感じる援
助が出来るよう努めています。

協力病院の医師が往診医であるため、普
段の状態を分かっているところへ受診が
出来るようになっています。そのため、
普段から医療との情報共有、信頼関係構
築を、全スタッフが心がけています。

日々の記録は、出勤スタッフ全員で行
い、気づき、援助方法等を申し送りの
際、カンファレンス時に職員全員で話し
合い、情報を共有するようにしていま
す。

状況にあった援助が迅速に行なえるよう
法人内の他の事業との連携を行ったり、
社会資源の活用を行い、柔軟なサービス
が行なえるように努めています。

ご家族面会時に介護計画の希望をお聞き
するようにし、それを踏まえて会議の際
にスタッフ全体で今必要なこと、ご家
族、本人の希望について意見やアイディ
アを出し合い、介護計画の作成を行なう
よう努めています。

株式会社フィールズ
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

地震等災害用防災備蓄の中に入っている
もの、置いてある場所、災害時の対応に
ついて、ミーティング時に確認し合い、
不安要因を一つづつ考えていくようにし
ています。

体調、ＡＤＬの変化があった際にはその
都度ご家族に報告し、今後の在り方につ
いて相談し、希望をお聞きするようにし
ています。その際に、ホームとして行え
ることをできるだけ具体的に説明するよ
うに心がけています。

利用者の急変、事故の対応については、
定期的にカンファレンスの中で研修を行
なったり、対応について確認しあい、適
切な対応が出来るように努めています。

職員は、小さな変化や気づき、体調につ
いて、医療連携の看護師に相談・報告を
常に行なっています。その都度、指示を
受け、実施しています。

協力病院が往診の医師の病院であること
もあり、ホーム内で行なえること、ホー
ムとしての力量をわかってもらえている
ため、治療終了後はホーム内での注意点
などの指示をもらい、早期退院となるよ
うに努めています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

朝の掃除や、洗濯干し、洗濯たたみ、野
菜の下ごしらえや味見など、利用者と一
緒に無理のない範囲でお手伝いいただ
き、共に行なうようにしています。自然
と、役割も決まり、利用者の方と自然な
形で一緒に行なえるようになっていま
す。

日々の生活に決まりを設けず、利用者が
したいことをしたいときにできるように
援助を行うよう努めているが、慌しい時
には待てずにスタッフのペースにしてい
ることが時折見受けられます。

お化粧が好きな方にはお化粧をいっしょ
にしたり、お洋服が好きな方には、季節
ごとに一緒に買い物に行き、その人らし
いおしゃれを楽しめるよう支援していま
す。

不適切なケアになっていないか、普段か
ら声のかけ方や対応が、利用者一人一人
の人格やプライバシーを損ねないものか
確認を行なっているが、忙しいとき等の
対応には課題があります。

利用者からの話を否定せずに、思いや希
望がそのとき、その場で叶えられるよう
に努めている。また、なかなか言い出せ
ないような方にはゆっくりとした普段の
会話から、希望を引き出すようにしてい
ます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

便秘対策に必要な水分と運動を心がけて
います。頑固な便秘気味の方にも、朝牛
乳や乳酸菌飲料を飲んでいただき、お散
歩にお誘いしてお腹が動くように援助
し、下剤をむやみに使わないように心が
けています。

入浴の日を決めずに、毎日入浴を行い、
ご本人が入りたい時間に入浴していただ
けるように支援をしています。

３食後、口腔ケアのお声をかけ、必要な
方には援助を行っています。夜間は、義
歯をお預かりし、洗浄剤で清潔にしてい
ます。また、往診歯科により、年一回の
無料口腔点検を行っています。

一人ひとり排泄パターンをチェックし、
時間で誘導したりと、トイレでの排泄が
出来るだけ行なえるよう援助を行ってい
ます。

食事量が減った方や、水分が取りにくい
方などは、必要に応じてチェック表を使
用し、一日を通して必要量摂取できるよ
うにこまめに支援しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

ほとんどいらっしゃらないが、ご自分で
管理できる方は、お小遣い程度のお金を
所持しています。買い物へ行った際にご
自分で支払っていただくなど力に応じた
支援を行なっています。

ご本人の希望に合わせて買い物や外食な
どの外出支援を行なったり、レクリエー
ションを行なっています。
また、夜間晩酌をされる方はお酒を楽し
み、嗜好品の楽しみごとも対応していま
す。

ご本人が買いたいたいものを購入するた
めの支援や、食べたいものが食べられる
よう外食へ出かけたり、季節を楽しめる
ような外出の機会を設けています。ま
た、ご家族と趣味を楽しむために定期的
に外出される方もいらっしゃいます。

食後の一休みや、夜間お休みになる時間
など決まりを設けずに本人の希望に応じ
て行なっています。

新しくなった薬や、大事なものに関して
は特に注意してスタッフ全体が周知する
ように努めています。普段の薬に関して
も、スタッフ全体で効能、副作用等の情
報は共有化するように努めていますが、
スタッフ全員が全てを理解することが難
しいのも現状です。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

入居時には、長年ご本人が使いなれたも
のをご持参いただくようにお願いしてい
ます。

建物内部には死角なる部分も多いが、動
線は単純なため、位置関係は比較的把握
しやすくなっています。混乱が見られる
ときには、ちょっとした目印を置き、ト
イレ、自室を分かりやすくなるようにし
ています。

共有空間は、明るく清潔に気持ち良く過
ごせるよう配慮を行っています。また、
カレンダーや、季節のお花、行事ごとの
飾り物を飾っっています。

共有空間では、利用者同士の相性等に配
慮し、居心地のよい空間作りに配慮を
行っています。

ご家族、ご親族からお荷物が届いたらお
礼のお電話をかけたり、ご本人の希望が
あれば何でもない時でもお電話をかける
お手伝いを行っています。また、ご友
人、家族へ書いた手紙、ＦＡＸを出した
りの支援も行なっています。
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　（別紙４（２）） 事業所名　 グループホームおり鶴の里

目標達成計画 作成日：　平成　24　　年　　10　月　22　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 13

日中の職員数を安定的に3名配置し、介護面や急
な受診などの対応で安定的に運営したいが、人員
の余裕がない。職員研修の機会がなかなかうまく
取れていない。また、研修計画もしっかりと立てら
れていない。

・計画的に職員が研修に出られるようにする。
・内部研修を充実させる。

・年度初めに研修計画を作成し、職員研修について計
画的に取り組む。
・事業所内部や区役所等の人的資源を活用し、参加し
やすい研修を作り出していく。

1年

2 18

日常的な散歩や買い物等は出来ているが、個々の
利用者が行きたいところや、少し遠出するなどの対
応があまり出来ていない。

・利用者個々の希望や願いをかなえられるような
外出支援が出来る。
・少し遠出できるような、楽しみのための外出が出
来る。

・職員全体に投げかけて、計画的に実施する。
・ご家族やボランティアの支援も行なっていく。

1年

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


